
中3 社会 公民 問題（経済・国際社会） 穴うめ（20問）　版Fの答え

※ 漢字でもひらがなでも正解です。答えの下の（　）内の言い方でも正解です。

（　　　）に入る言葉を、右の欄に書きましょう。

(1) 消費者が自分の判断で商品を選ぶという考え方を（　　　）という 消費者主権

(2) 消費者が買おうとする量を（　　　）という 需要量
（需要 でも正解）

(3) 2009年に消費者を守る仕事をまとめて行う（　　　）ができた 消費者庁

(4) 物価が下がり続ける現象を（　　　）という デフレーション
（デフレ でも正解）

(5) 生産者から仕入れた商品を小売店に売る仕事を（　　　）という 卸売業

(6) 労働者が労働条件の改善のために団結してつくる団体が（　　　）だ 労働組合

(7) 勤めた年数に応じて賃金が上がるしくみを（　　　）という 年功序列賃金
（年功序列 でも正解）

(8) 国や地方公共団体が経営する企業を（　　　）という 公企業

(9) 仕事と家庭や地域での生活のつり合いを（　　　）という ワーク・ライフ・バランス
（ワークライフバランス でも正解）

(10) 定年まで同じ会社でやとい続けるしくみを（　　　）という 終身雇用

(11) 中央銀行がお金の量を調整して景気を安定させるのが（　　　）だ 金融政策

(12) 国や地方公共団体の1年間の支出を（　　　）という 歳出

(13) 感染症の予防などで人々の健康を守るのが（　　　）だ 公衆衛生

(14) 異なる通貨を交換するときの比率を（　　　）という 為替相場
（為替レート・外国為替相場 でも正解）

(15) 所得が多い人ほど税率が高くなるしくみを（　　　）という 累進課税
（累進課税制度 でも正解）

(16) 発展途上国どうしの経済格差の問題を（　　　）という 南南問題

(17) 常任理事国が1か国でも反対すれば決められない権限が（　　　）だ 拒否権

(18) 東南アジアの国々が協力するためにつくった組織が（　　　）だ ASEAN
（東南アジア諸国連合 でも正解）

(19) 2015年に採択された温暖化を防ぐ国際的な取り決めが（　　　）だ パリ協定

(20) 国際的な問題に取り組む、政府から独立した団体を（　　　）という NGO
（非政府組織 でも正解）
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